
 

（１）高槻市の受理状況

　①受理件数(延） ※本人・家族両方の場合は本人に計上

本人 家族 本人 家族 本人 家族

大阪府警察 16 4 11 16 3 13 24 3 21
三島救命救急センター 2 3 0 6 3 3 9 3 6

市消防本部 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 18 7 11 22 6 16 33 6 27

　 ②年代別 ③男女別

  　④原因動機別（複数回答）
　　　令和２年度は、家庭問題が増加しています。

  　⑤未遂の手段（複数回答）

　令和２年度は、男性が増加しています。

　　　令和２年度は、過量服薬が最も多く、首つり、刃物が特に増加しています。

令和２年度

再掲） 再掲）
計

再掲）

　　　令和２年度は、１０代・２０代の若年層及び７０代・８０歳
　　以上の高齢者が増加しています。

計 計

１ 自殺未遂者相談支援事業について

　　自殺再企図の可能性が高い自殺未遂者の再度の自殺企図を防ぐことを目的に、保健所が、警察署等から
　情報提供を受けた相談を希望する本人・家族に対して、関係機関と連携し相談支援を行う事業

情報提供元
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２ 高槻市自殺未遂者相談支援事業　事業実績
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三島二次医療圏における自殺未遂者相談支援事業
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（２）高槻市の支援状況　

　　④支援終了の内訳
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1連絡とれず

　　①継続支援の必要性を見極め、初期対応に重点を置いた支援を行う。
　
　　②事例検討会の開催　　課内事例検討会（月1回）
                                      有識者を招いての自殺未遂者等相談支援検討会(年4回)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため1回中止）

　　③支援結果＜令和２年度受理分＞

他機関へつながった
・病院、訪問看護、高齢者施設入所等。

こころの健康相談に移行
・自殺のリスクは低下したものの、引き続き支援が必要
等。

相談支援の必要なし
・実家のある他県で過ごしており受診とカウンセリング
を受ける予定。
・本人、同意者共に状態安定し、相談希望なく終了。

相談希望なし
・他機関で相談予定のため、保健所への相談は希望
しないとの意向等。

対象者の転出(引継ぎなし)
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